
一学期を振り返って 

熱中症対策 ７月より、制服ではなく体操

服で登下校してもよいことにしました。帽子を着用し

ても構いません。また、水分補給用にペットボトルの

持ち込みも許可しました。９月以降も気候を見て、適

切に判断します。夏休み中も、熱中症や脱水症に気を

付けて過ごしてください。 

                                                                                     

 

 

 

 

７月２０日（水）で１学期が終わり、４１日間の夏休みに入ります。  

今年度は、コロナ禍ではありますが、生徒たちの活動を保護者の方々に見ていただく機会を持てた

ことがよかったと思います。オープンスクール、体育祭等、生徒は人に見られることで自分を客観

視することができ、頑張ろうとする姿勢が見られました。今後も開かれた学校を目指します。 

 さて、１学期を振り返ってみて七中生の良い点と、課題となる点をあげてみます。良い点は、挨

拶が素晴らしいということ。そしてとても素直で前向きな生徒が多いということです。七中に来校

した方は皆「挨拶がいいね」と感心していました。保護者にお願いした学校評価では８６％の方が

「自分のお子さんが進んで挨拶をしている。」と答えています。また、普段の授業や部活動、行事

への取り組みを見ていると、七中は大変素直で前向きな生徒が多いと感じています。 

 課題をあげるとすれば、自分で調べること、自分から学ぶことが、もう少しできるようになると

よいと思います。学校評価では「家庭学習の習慣が身についている」の回答で肯定的な割合が、  

６４％。「わからないことを自ら調べている」の回答は６２％でした。日々の生活の中で、疑問に

思った事や気になる事柄について、深く掘り下げたり範囲を広げたりすることが、今後の学びにつ

ながります。 

 夏休みは普段できないことを、積極的に取り組んでください。一回り成長した姿で９月に会える

ことを楽しみにしています。 

 

 お知らせ ６月末に保護者による「学校評価アンケート」を実施しました。 

一人でも多くの方にご意見をいただきたく、回答をお願いしたところ、 

回答数が４７７人/８１８人で、回答率は５８．３％でした。詳細は２学期に 

お伝えします。また、いただいたご意見は、職員で共有してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市川市立第七中学校 学校だより  

No,４  令和４年７月２０日 

学校教育目標 

「豊かな心を培い、たくましく生き抜く力を育てる」 

     ～ 穏やかな教育環境から ～ 



 

心が震える感動を 

   

 

６月２4日（木）に第１回目の会議が行われました。 

委員長に杉谷様、副委員長に有馬様が選任され、今年度の学校運営方針についての承認や七中に

対する意見交換及び情報交換がおこなわれました。 

今後の部活動のあり方や教員の働き方改革、不祥事防止など地域住民としての視点から貴重な

意見をいただきました。コロナ禍で生徒と地域との交流がなかなかできませんが、いただいたご

意見を参考にしながら、今後学校運営を進めてまいります。 

 

令和４年度学校運営協議会委員 林 正寿 本校ＰＴＡ会長 

嘉福 國郷 末広自治会長 ◎杉谷 裕通 地域学校協働活動推進員 

畑中 博明 富浜３丁目自治会長 ○有馬 一彦 地域学校協働活動推進員 

大林 和彦 下新宿自治会長 石井 益美 すえひろ保育園 園長 

鶴岡 美矢子 学校施設開放委員 岩崎 剛 本校地域連携主任 

澁谷 冨美子 民生児童委員 川野辺 修 本校教頭 

髙井 美穂 翔裕園 園長 大﨑 奈生子 本校教頭 

西尾 啓子 元学校評議員 河合 滋 本校校長 

◎委員長  ○副委員長 

                                            

 

 

      

 Ａ君とＢ君は、総体で県大会に出場するために、様々な事を我慢し、厳しい練習にも耐え、大会に臨みま

した。Ａ君の結果は、2回戦敗退。絶望感、喪失感で一杯となりました。一方、Ｂ君は見事、優勝して県

大会の出場権を勝ち取りました。達成感と充実感で一杯です。2人の感動レベルは、Ａ君はー100、Ｂ君

は＋100 です。では、Ａ君の努力は無駄で無意味なものだったのでしょうか？ 皆さんは数学で『絶対

値』を習いましたね。『絶対値』は 0を基準とした、そこからの距離。つまり、－100も＋100も絶対

値は 100で同じなのです。何が言いたいかというと、すごい喜びと、すごい悲しみは、同じ感動で、そ

こまで積み上げてきた努力によってその大きさが決まり、勝負の世界においては勝ち負けがつくが、その

積み上げた感動の絶対値は変わらないということです。だから、いい加減な気持ちで大会に臨んだ人は、

絶対値が小さく、勝っても＋3、負けてもー3ということになりその絶対値は 3です。ですから、大切な

ことは、たくさんの努力をし、絶対値を蓄えて試合や大会に臨む 

ことなのです。結果はどうあれ、大きな感動が得られるはずです。 

5年後、10年後振り返った時には、感動の思い出は、全く同じ 

価値になっているはずです。負けを恐れず、思い切って大会に 

臨んでください。 

                                    文責 校長

※ＨＰにはタイムリーな学校の様子等がアップされています。 

緊急時の連絡をお伝えすることもあります。ＨＰの登録をお願いします。           

学校運営協議会 


